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XML(XHTML1.1+管理)データのWeb入力・データ作成システム

Web-Document::Maestro (XHTML1.1)
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XML　と　XHTML　の関係

SGML

HTML

XHTML

XML

メタ言語

ISO8879　１９８６年

W3C　１９９８年２月

W3C　２０００年

W3C　１９９７年

XMLで再定義

メタ言語

ブラウザーで表示可能なアプリケーション言語

拡張性のある文書構造定義の
アプリケーション言語

HTML 4.0
Strict
Transitional
Frameset 

XHTML 1.0
Strict
Transitional
Frameset 

XHTML 1.1
Module化

×
×

HTMLは表示が中心であり、データ
を厳格に決めるStrict型は使用する
意味が無かった。ほぼ全てが、
Transitional型。Framesetは、枠組み
定義。

HTMLの各文書型に対応してXML
化。再構成。Webブラウザで見ること
が可能でかつXMLへの橋渡し。

Strict型を再構成。
データとスタイルの分離。
CSSは必須

現状の主流
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Webの規格の進展と　社会的制約

1999年・W３C
WCAG1.0

2000年・総務省
14項目の指針

2004年
JIS規格策定
JIS X8341-3

１９９８年・米国
リハビリテーション法508条
アクセシビリティ基準作成開始

構造情報と表示スタイル情報を分離

実施：2001年

完全にXML化
高齢者・障害者等配慮設計指針

情報通信における機器

ソフトウェア及びサービス

第3 部：ウェブコンテンツ
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文書の構造情報と表示スタイル情報を分離する意味

文書は、意味を表現する構造と表示スタイル情報で構成される

 文書構造情報は、全ての文書で同一

 見出し、段落、リスト、テーブル・・・　　強調、ルビ・・・

 表示情報は、デバイス（印刷、携帯、放送・・・）で異なる

 表示情報：フォント、罫線、色情報・・・

XMLは、本来表示を考えないデータ　⇒　XHTML
 XSLで、目的の構造・表示に有ったデータに変換

 WebではCSSとXSLを使うことが可能

XHTML2.0
 画像、動画、音声等は、それぞれのObjectとして統合

個別の表示譲情報を
含むデータは変換で
きない

マルチメディアとして統合化

文書コンテンツを他用途に利用可能になる

Webの場合は、プログラムで表示を変更可能

文書コンテンツを統合化
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XMLファミリー関連図
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WEB　：　Webサイト間でのデータ連携

XMLのテクノロジを外部とのインターフェイスとして全面的に採用し、人間を介することなく
Webサービスが他のWebサービスとやり取りすることを可能にする。

•RSS(RDF Site Summary) 

•NewsML

•Webサービス（XML Web Service）

•ロゼッタネット（RosettaNet）

XML形式でデータ交換を行い、データ・アクセス・プロ
トコルとしてはSOAP（Simple Object Access 
Protocol）を使用する。下位プロトコルとしてHTTPな
どを使用し、簡単なXMLベースのメッセージをやり取り
することで、RPC（Remote Procedure Call）のように
リモート・マシン上のサービス・ルーチンを呼び出し
たり、オブジェクト（データ）にアクセスしたりでき
るようにする。

サイトの概要をメタデータとして簡潔に記述するXMLフォーマット。サイト間でデータ更新
などの情報を交換。

ニュース管理の標準フォーマット。XMLをもとにしており、テキスト、写真、音声、動画な
どのマルチメディア素材を配信するのに適しています。

企業間電子商取引のためのインターフェースや用語の標準化を行っている団体。基盤となる
言語としてXMLを採用し、企業間商取引を効率化して世界規模でネットワークを構築するこ
とを目指している。

利用例
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文書の構造を定義するタグ（XHTML）　と　データを管理するタグ

コンテンツを管理するとは

 コンテンツの管理とコンテンツ制作のワークフローの管理

 文書データ（内容）作成　　　　　　作成者　時間　版管理・履歴　　

 文書作成者に関する情報　　　　起案→決済→施行→登録→保管→保存→廃棄

 コンテンツの構造化　　　枠組み（テンプレート）の必要性

 要約　見出し　キーワード

コンテンツの多用途利用　　作成後の利用のニーズ分析

 ワンソース・マルチユース

 検索エンジンの高機能化

テーブルやリストは理解し易いためのタグ

 管理タグは＜見出し＞程度　？

 XHTMLの<body>以下のタグの意味

 特許申請のXMLやNewsML、BMLなどが手本

 本文はXHTML1.1を利用
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XMLコンテンツであると、多用途利用が可能
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ContentXML

PDFファイル

XHTML1.1
対応ファイル

ContentXML　 (ATL独自仕様のXML）

XSLT

携帯電話
Ｈｔｍｌファイル

ContentXML●

XSLT

XSLT

XSLT
出版

放送

電化製品

PDA

SGML

XSLT

XSLT

特許申請中

スタイル情報を外し

文書構造のみを定義
したXML

XMLデータが作成でき
れば他用途利用が可能

出来る限り細かいデータ
を作成することが重要

pr:content

pr:property

pr:data
pr:section

%Block

pr:section

%Block

pr:section

%Block

xhtml1.1-flat.dtd
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利用者が自分に最適な表現を選択できるシステムにより利用者の負担が少ない情報発信を可能にし
ます。ＪＩＳ Ｘ８３４１－３にも準拠しています。

文字の大きさ

標準

1.2倍

1.5倍

カラー

標準

ﾊｲｺﾝｽﾄﾗｽﾄ

文字色・背景色
指定なし

レイアウト

標準

画面幅自由形

ストレート

■フォント標準：カラー標準：レイアウト標準 ■フォント1.2倍：カラー標準：レイアウト標準

■フォント標準：カラーハイコントラスト：レイアウト標準 ■フォント標準：カラー標準：ストレート

利
用
者
選
択
範
囲

WEB　：　CSSでスタイルを変える　　　バリアフリー支援システムの概要　山梨県庁の例
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WEB　：　CSS＋XSLでスタイルを変える　　　弊社Webページ

Business mode Human mode

企業にとってもデータは同じで、利用者ニーズに合わせてスタイルを変化させる意味・効果
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5.1　規格及び仕様
a)　ウェブコンテンツは、関連する技術の規格及び使用に則り、かつそれらの文法に従って作成しなけれ　　ばならな
い。

5.2　構造及び表示スタイル
a)・・・文書の構造を規定しなければならない。

b)・・・表示スタイルは、文書の構造と分離し、・・・スタイルシートを用いて記述することが望ましい。

5.3　操作及び入力
a)・・・キーボードによって全ての操作が可能でなければならない。

f)・・・表示スタイル及び表記に一貫性のある基本操作部分を提供することが望ましい。

h)・・・読み飛ばせるようにする

5.6　文字
a)　文字のサイズ及びフォントは、必要に応じ利用者が変更できるようにしなくてはならない。

　　例： "em""%"を使用してスタイルシートで指定する。

XHTML等の国際規格の構文に合致すること
　　⇒バリデート（妥当性確認）

文書構造とスタイルを分離　多用な表示　
　　　⇒XHTML1.1＋CSS

文書データにキーボード用データを付加　　
　⇒XSLT

スタイルは、全てCSSで定義する

JIS X８３４１－３を支える技術は　⇒　XHTML1.1

多様な読者に合わせて表示スタイルを変更する

•ユーザ志向
•紙では不可能
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携帯電話　：　ContentXML　から　各携帯電話用のデータを生成

携帯電話用のデータを生成方式

DoCoMoXSLT

XSL

ContentXML

AUXSLT

XSL

Vodafone
XSLT

XSL
各携帯電話のキャリア用に

XSLファイルを作成

ContentXML
ContentXML

ContentXML

DataBase



14

印刷　：　ContentXML　から　PDF　を生成

文書構造データより直接PDFを生成する方式

Apache fopXSLT
XSL fo

XSL

アンテナハウス
XSL Formatter

DataBase

ContentXML

ContentXML
ContentXML

FOPエンジンによりPDFの
品質に差がある

印刷用のスタイル情報を加味した
XSLファイルの作成が必要

DOMをインターフェイスに全自動化
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BML　：　ContentXML　から　文字放送用データを生成

XMLベースのBSデジタル放送向けデータの作成の方式

BMLXSLT

XSL

DataBase

ContentXML

ContentXML
ContentXML

データを加味してBML用のデータを作成

画面のどこに何をいつ表示するかという空間/時間的提示の制御、
関連する番組やインターネットのURLを示すリンク、
タイトルや本文などを示す構造の表現、
操作ボタンなどのユーザインターフェースなど

制御用
BMLデータ

DigiCONPLANT
NHKコンピュータ
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XMLデータの作成の新しい手法

①　低コストで文書データを「構造化」

②　サーバによるデータの集中管理
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既存のコンテンツ管理システム

1. 非構造化コンテンツの管理手法
 企業・官公庁の扱うデータの85％は非構造化データ

 文書コンテンツの構造化はコストが掛かる

 MS-Office のデータなら誰でも読める

2. 構造化（SGML）コンテンツの管理手法
 システムコストが高い

 運用・メンテナンスコストが高い

 Webサイト構築専用のCMS
 一つの文書データを分類・細分化しRDBへ格納

 テンプレートでHTML4.0、XHTML1.0のファイルを作成

XMLで構造化　⇒　効率的に保管、検索、参照、配布

•構造化を放棄

 Webシステムのみを構築する
ための手段

 バリアフリー化対応は難しい

•データの分散
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XMLのデータを作成　（今までの手法）

Word・Excel+テンプレート

タグ・エディター

Word
Excel

独自
XHTML
XML
ファイル XSL

ファイル

ターゲット
XML
ファイル

XSLT

タグを理解できないと入力できない

正しいタグに変換できるか入力後確認が必要

XHTMLは100以上のタグがあ
り、理解するのは不可能
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WDM

Webブラウザからの

データ入力により

大幅コスト削減

WDM

XHTMLのため変換の工数が削減

ここが問題

富士ゼロックスのコンテンツ管理システムの概要

http://www.fxis.co.jp/solution/business/life_sciences/ 

XML ドキュメント管理データベースとしてDocumentumを採用すれば、更新時のワークフローによる承認
、作成中・承認済みなどの文書のライフサイクル管理、改定時のバージョン履歴管理、アクセス権管理など
、ルールに従った業務運用を行うことができ、薬事法改正に伴う医療機器向けISO13485や ＩＳＯ9001の取
得に向けたドキュメント管理を行う事が可能です。（Webページより）

FOPと比較
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表示形式を重視した入力システムの構築が課題

1. GUIによるデータ入力
 文書構造タグを意識しないグラフィック・ユーザ・インタフェスを採用

 XHTMLのタグを利用することで、ブラウザで再描画

2. XMLの規格の範囲で独自のXML（ContentXML）を策定
 「Namespaces in XML(名前空間)」を利用

 XHTMLのタグを内包する独自XMLを定義

 管理タグと文書構造タグを一体化

 パーサー、XSLTやFOPを利用

3. 文書データをサーバ上のプログラムで管理
 文書構造の定義とコードの生成　　プログラム化

 入力時に文書構造をチェック（バリデート）

4. データはファイルでもXMLDBでも
 データ一元化

コンテンツの構造化：コンピュータによるデータ管理

このツール用に決められたスタイルシート
を使用　スタイルは変更可能

W3C XML Schema は
複雑すぎて実装でき
ない

ツリー構造のXMLデータは
RDBには合わない

XHTMLを使用することで、
社会共有資産を利用
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XHTML1.1データの作成　　スタイルに対応した構造タグを生成する

Webブラウザー上で文書構造・タグ情報をスタイルに合わせてタグ情報を生成
生成されたタグ付きデータをサーバに送信

構文検証チェック

制作されたタグデータ
を指定されたスタイル
シートで再描画

特許申請中直接タグを入力することも可能

文書オブジェクト

サーバ

Webブラウザーから入力
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定義
XMLスキーマ

実態
XMLファイル

文章の作成
Webブラウザー

文章
オブジェクト

定義
Javaクラス

XSLTでXML変換

マーシャル

HTTP

アンマーシャル
検証

プログラムを実行し生成

API

独自XMLファイル一般的な
XMLファイル
構築手法

従来のXMLファイルの生成方式 新しいXMLデータ生成方式

XHTMLスキーマ等汎用的な
モノを使用して定義

独自スキーマ
を使用

XSL変換ファイル XSL変換ファイ
ルを多数作成

他システム

SOAP
Webサービス

管理者・データ入力

HTML・Web

XSL　CSS

XSLT

XMLデータの生成方式の比較

XMLDB
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Webｌog　と　WDM　の違い

●Webページを生成　　●ディレクトリー管理等はCMSで　　●多人数でコンテンツを作成

指定のディレク
トリーへ
指定のファイル
形式で保存

表示プログラム

http/post
id=“**" 
creater_id=“***“
<pr:section id="1" 
type="jp.atl_systems.lg.barrf
ree.edit.OneForm">

DOM形式のコンテンツ・オブジェクト

XHTMLオブジェクト
ContentXML

管理オブジェクト

管理

管理

管理

エディット・オブジェクト

管理

管理

XHTML1.1XSLT

XML

メモリー上のDOM
オブジェクトにデ
ータをマッピング

XML

ContentXML

時系列のデータ

個人ユース

日記帳

コミュニケーショ
ンツールへ
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文書データの集中管理のメリット

サーバで文書データを集中管理

DataBase

ContentXMLContentXML

Webブラウザー

文書
オブジェクト

HTTP

API

他システム

Webサービス

管理者・データ入力

HTML・Web

XSL　CSS

XSLT

印刷

原本保証

•原本性を保証
組織の正式文書を証明するシステムを構築するためには、データの集中化が必
要•紙の保存から電子データへ
e-文書法（2005年制定）に伴い、電子データの「正当性」が重要となる

ワンソース
マルチユース

•セキュリティの確保
PC上のデータを管理できない
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pr:content

pr:property

pr:data

pr:section

%Block

pr:section

%Block

pr:section

%Block

XML構造　(DTD)

<!ENTITY % HTML SYSTEM "xhtml11-flat.dtd">
%HTML;
<!ELEMENT pr:content (pr:property, pr:data)>
<!ATTLIST pr:content
  xmlns:pr CDATA #FIXED "http://www.atl-systems.co.jp/wdm/pr"
  xmlns CDATA #FIXED "http://www.w3.org/1999/xhtml"
  id NMTOKEN #REQUIRED
  creater_id NMTOKEN #REQUIRED
  version NMTOKEN #IMPLIED
>
<!ELEMENT pr:data (pr:section+)>
<!ELEMENT pr:section (%Block;)>
<!ATTLIST pr:section
  type CDATA #IMPLIED
  id NMTOKEN #REQUIRED
  title CDATA #IMPLIED
  isTitleVisible CDATA #IMPLIED
>
<!ELEMENT pr:property (pr:keyword?, pr:description?)>
<!ATTLIST pr:property
  create_date CDATA #REQUIRED
  update_date CDATA #REQUIRED
  expired_date CDATA #IMPLIED
  title CDATA #REQUIRED
  isActive CDATA #IMPLIED
  isIndex CDATA #IMPLIED
>
<!ELEMENT pr:keyword (#PCDATA)>
<!ELEMENT pr:description (#PCDATA)>

content
• namespace:http://www.atl-systems.co.jp/wdm/pr
•id:識別子
•creator_id:作成者識別子
•version:ファイルバージョン

property
• namespace:http://www.atl-systems.co.jp/wdm/pr
•create_date:作成日
•update_date:更新日
•expired_date:有効期限
•title:文書タイトル
•isActive:公開状態であるか否か
•isIndex:インデックス文書であるか否か
•keyword:文書キーワード
•description•:文書補助説明

data
• namespace:http://www.atl-systems.co.jp/wdm/pr
•sectionを格納するためのコンテナ

section
• namespace:http://www.atl-systems.co.jp/wdm/pr
•id:localなスコープで扱われる識別子
•title:セクションタイトル
•isTitleVisible:セクションタイトルを表示するか否か
•type:セクションを扱うJavaClass名

%Block
• namespace:http://www.w3.org/1999/xhtml
•既存のDTDを展開し、内容モデルの一部（%Block)をパラメータエン
ティティとして参照。

複数のスキーマ（文書構造）を使うことが可能

XHTML1.1のモジュール化機能を利用

特許申請中
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ウェブサイト構築比較（従来システム） コンペ提案作成←

スケジュール コスト
項目＼週 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20単価人 月 合計

サイトコンセプト 1.00 0.25 0.25
サイト機能 1.50 0.25 0.38
サイト構成 1.50 1.00 1.50
アカウント設計 1.00 0.25 0.25
DB設計 1.00 1.00 1.00
コンテンツ作成計画 1.50 0.25 0.38
行政情報 1.50 1.00 1.50
観光情報 1.50 1.00 1.50
トップページ 1.50 1.25 1.88
行政情報ページ 1.50 1.75 2.63
観光情報ページ 1.50 1.75 2.63
共通ページ 0.00 0.00 0.00
CSS／XSLT 0.00 0.00 0.00
CMS新規構築 2.00 4.00 8.00

静的ページ ページ作成 3.00 1.25 3.75 12.25
データ入力 1.00 0.50 0.50
管理情報登録 1.00 0.50 0.50
リンクチェック・動作確認 2.00 1.50 3.00
修正 3.00 1.50 4.50
《データ入力状況》 行政情報ページ400 ページ 30分 200 時間 34.13

観光情報ページ200 ページ 30分 100 時間
300 時間 43 日 8.6 週間（5日） 2.1 人月

ウェブサイト構築比較（WDM） 《優位点》・デザインとデータ入力作業の分離による両作業のスピードアップ／並行作業（←表示と構造の分離）
・WYSIWYGタイプの操作簡単なGUIでデータ入力作業がスピードアップ・・・制作・運用コスト削減
・ウェブアプリケーションであるため、ブラウザがあればどこからでもデータ入力作業が可能・・・導入・運用コスト削減
・同規模予算で、構築「作業」より、機能・コンテンツへの「知恵」や「足」が使える（←廉価パッケージ、使いやすさ）
・CMSとしてパッケージ化されているためわずかなカスタマイズで運用可能
・フォルダを利用者個々につくるためアカウント設計を入力作業前につくる必要があるが、その分ユーザ管理が明確になる
・コンテンツのカテゴライズを進めると、複数のカテゴリーに跨るページを共通のものとして分化・集約することによる省力化

項目＼週 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20単価人 月 合計
サイトコンセプト 1.00 0.25 0.25
サイト機能 1.00 0.25 0.25
サイト構成 1.00 0.75 0.75
アカウント設計 1.00 0.50 0.50
DB設計 0.00 0.00 0.00
コンテンツ作成計画 1.00 0.25 0.25
行政情報 1.50 0.75 1.13
観光情報 1.50 0.75 1.13
トップページ 1.00 0.75 0.75
行政情報ページ 1.00 0.75 0.75
観光情報ページ 1.00 0.75 0.75
共通ページ 1.00 0.75 0.75
CSS／XSLT 1.00 0.75 0.75
CMS／システムカスタマイズ 1.50 0.50 0.75

静的ページ ページ作成 1.50 0.50 0.75 2.50
データ入力 0.50 0.25 0.13
管理情報登録 0.50 0.25 0.13
パッケージソフトウェ 0.00
リンクチェック・動作確認 2.00 0.50 1.00
修正 1.00 0.50 0.50 20%
《データ入力状況》 行政情報ページ100 ページ 5分 8.3 時間 11.25 33%

観光情報ページ200 ページ 5分 17 時間
共通ページ 300 ページ 5分 25 時間

50 時間 7.1 日 1.4 週間（5日） 0.4 人月 17%

仕様策定

コンテンツ
素材収集・整理

デザイン

コンテンツ
制作

システム構築

総合計

確認

動的
コンテンツ

仕様策定

コンテンツ
素材収集・整理

デザイン

システム構築

コンテンツ
制作

動的
コンテンツ

総合計

WDMパッケージ

確認

　　　　サイト構築比較　：　社員各々がデータ入力できる　・・・　大幅コスト削減

●制作期間：約１／３に短縮　　●制作技術者の分業：デザイナー／データ入力者

デ
ー
タ
入
力
す
る
人
は
、
タ
グ
の
意
味
を
知
る
必
要
は
な
い

。

構
築
後
は
社
員
が
デ
ー
タ
入
力

資料：１

構
築
後
も
専
門
家
が
必
要

総制作時間   ６７％短縮

ファイル制作 ８３％短縮
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必要箇所をPDF出力することも可能

応用例　：　WDMを用いた保守管理レポートシステム

 管理タグを保守管理用に、独
自XMLを定義した。

 ISO9000等の資料に利用

 マニュアル作成

資料：２
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What is WDM　（Web-Document::Maestro）　？

視覚重視　WYSIWYG エディタ方式 

 タグを一切意識せず、文書構造のみのデータを作成

Webブラウザによる入力方式により何処からでも入力可能

 ５００Kbpsの回線があれば何処からでも入力可能

データ作成時に構文チェック（バリデート）

 コンピュータ処理が可能な正規化されたデータ作成

XMLデータによるワンソースマルチユースの実現

 CSSによりユーザに合わせた多様な表現

 Web、印刷PDF、BML、携帯電話等へXSLTを用いてデータ変換

サーバによるコンテンツデータの管理

 集中管理によるセキュリティ保証、原本性の保証

CMS機能による役割・権限管理

 データ作成者の個人特定、アクセス履歴管理・・・・　すべてを管理可能
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マーケット動向

　　①　文書コンテンツをコンピュータ処理

　　②　ワンソース/マルチユースのニーズ
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文書コンテンツの「コンピュータ処理」市場

1. 事務仕事の６０％は文書作成関係
 文書を「探す」

 文書を「作成する」

2. 簡単に構造化文書が作成できなかった
 システムコストが高い。運用、メンテナンスコストが高い。

 MS-Office製品では、構造化はできない。

 構造と表示情報が分離されていない。

新規市場　：　コンテンツのシステム管理化

紙に換えて、Excel,Word

便利な分だけ問題も発生

現状：帳票作成システム

今後：専用システム化
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コンテンツのシステムによる管理のニーズ

1. 従来のSGMLで管理していた分野
 世界規模でのマニュアル管理

 医薬品の副作用情報など、即時性と一元管理が必要であった分野

2. ワンソース　マルチユース　（インターネット環境）

 デバイスの多様性。　「紙はデバイスの一つ　携帯、BML、他　・・・」

 文書　＝　紙　からの決別　　「メールを印刷・安心できればしない」

 作業の効率化の要求　「検索エンジン、コンテンツの再利用」

 情報開示の重要性　　「開示することが組織の自己防衛」

 一元管理による原本性の保証　　「コピー禁止・デジタル化の影」

ネットワークを前提にした情報共有とセキュリティ


